
29 
 

厚生労働科学研究費補助金（慢性の痛み対策研究事業） 

総合研究報告書 

 

慢性疼痛の多面的評価システムの開発と客観的評価法の確立に対する研究 

（脳機能画像、精神心理的評価法について） 

 

研究分担者 

西原 真理 愛知医科大学医学部 学際的痛みセンター 准教授 

乾 幸二 自然科学研究機構 生理学研究所 感覚運動調節研究部門 准教授 

 

研究要旨 

 患者個人の評価として用いることができる侵害受容性刺激の方法を模索した。そもそも、主

観的な現象である痛みは生理現象として捉えることは極めて難しい。しかし、侵害受容性とい

う面からある程度客観的に評価することは可能であろう。今回は表皮内電気刺激法を用いて、

全く同部位における、Aβ、Aδ刺激による弁別閾値、反応時間、大脳誘発電位を調べた。刺激

パラダイムを変えることにより、選択的にAδの刺激が可能であった。誘発電位波形からみた

潜時と反応時間は概ね一致しており、反応時間から刺激した線維を類推することも可能であっ

た。また治療効果、薬物反応性の判定には知覚閾値の変化を用いる方法も期待される。

Ａ．研究目的 

難治性慢性疼痛の多面的評価の中で、生理

学的な評価方法はまだ立ち遅れているのが現

状である。特に個別的に痛みを評価する方法

は未だに普及していない。実際上の問題は刺

激方法であるが、レーザーなどを用いた評価

については報告が多いものの、高価で大掛か

りな機材を必要とする。今回、我々は簡便な

電気刺激装置を用いて比較的短時間に侵害受

容刺激による反応を計測する方法を開発した。

特に重要であるのは触覚刺激である Aβ線維

と侵害受容性刺激である Aδ線維を同じ電極、

同じ部位で測定可能なことである。 

 

Ｂ．研究方法 

表皮内電気刺激法を行うために3連の針電

極を、刺激装置としては日本光電社製、携帯

型末梢神経検査装置を使用した。Aδ線維を刺

激するためには2連発の三角波を用い、Aβ線

維の際には矩形波を用いた（針は用いず、外

筒を用いてMonopolarとして刺激した。）刺激

は、足背と手背の二箇所に行った。健常被験

者9人に対して、弁別閾値検査、反応時間検

査、誘発電位検査を行なった。 

 

（倫理面での配慮） 

誘発電位の研究は自然科学研究機構 生理学

研究所の倫理委員会の承認を受けており、研

究参加者の了承を得ている。 

 

Ｃ．研究結果 

弁別閾値検査では Aβ 0.39±0.09mA、A

δ 0.13±0.06mAであった。被験者の感覚と

してはAβでは震える感じ、Aδではチクっと
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した感じと報告された。 

反応時間検査は足背に対して行なった。A

β 0.24±0.02s、Aδ 0.35±0.04sであり、

約90msの差が認められた。 

誘発電位は Cz-A1/A2 で記録した（図）。A

βのN2潜時は足背と手背で35ms差、Aδの場

合は71msであり、約2倍の差が認められた。 

 

Ｄ．考察 

 弁別閾値、反応時間、誘発電位波形のデー

タからこの刺激方法は、同部位において異な

る神経線維を刺激していることが確認できた。

また反応時間の差と誘発電位から概算した伝

導速度は概ね合致していた。また、詳細は割

愛するが、痛覚脱失した延髄外側症候群の症

例で同方法を用い、検査したところ Aδ刺激

に対する反応は得られなかった（全検査時間

約50分程度）。このことから、AβとAδを選

択的に刺激できることが結論づけられた。 

 

Ｅ．結論 

本方法は、臨床上簡便に応用できる侵害受

容性、触覚性刺激法と考えられる。また誘発

電位検査を行わなくても、反応時間から類推

することが可能であり、また治療効果の判定

としては刺激閾値の変化を用いることもでき

るだろう。ただ、この方法で観察しているの

は単純に痛みの評価ではなく、侵害受容性神

経とその伝導路の評価であるという点を強調

したい。 
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